
■
　「
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
」
と
は

　

言
葉
に
課
題
が
あ
る
幼
児
一
人
一
人

に
応
じ
た
計
画
を
立
て
て
個
別
の
指
導

を
定
期
的
に
行
い
、
言
葉
の
発
達
を
支

援
す
る
教
室
で
す
。

　

平
成
２７
年
８
月
に
開
設
。
こ
れ
ま
で

に
６４
人
の
子
ど
も
た
ち
が
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。

■
　

早
期
対
応
が
大
切

　

言
葉
の
問
題
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
人
と
関
わ
ろ
う
と
し
な
く
な
っ

た
り
、
意
思
や
要
求
が
う
ま
く
伝
わ
ら

な
く
て
情
緒
不
安
定
に
な
っ
た
り
、
学

習
に
も
影
響
し
た
り
す
る
な
ど
、
の
び

や
か
な
成
長
を
妨
げ
る
誘
因
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

早
期
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
上
達

も
早
く
、
正
し
い
発
音
で
み
ん
な
と
楽
し

く
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
　

開
設
場
所
と
開
設
日
時

【
西
根
総
合
支
所
教
室
】
　

▼
対
象　

西
根
・
松
尾
地
区
の
幼
児

▼
開
設
日
時　

毎
週
㈪
・
㈬
・
㈮
午
前

9
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
安
代
小
学
校
教
室
】

▼
対
象　

安
代
地
区
の
幼
児

▼
開
設
日
時　

毎
週
㈫
午
前
9
時
か
ら

午
後
２
時
ま
で

※
指
導
時
間
は
１
回
４５
分
程
度
で
、
１

対
１
の
個
別
で
指
導
し
ま
す
。

■
　

通
級
を
希
望
す
る
場
合

　

保
育
所（
園
）、
幼
稚
園
に
在
籍
し
な
が

ら
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
こ
と
ば
の
教
室

に
通
う
こ
と
を「
通
級
」と
い
い
ま
す
。

　

通
級
を
希
望
す
る
場
合
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
指
導
課
ま
た
は
通
っ

て
い
る
保
育
所
（
園
）
、
幼
稚
園
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
言
葉
の
発
達
具
合
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
る
と
き
は
、
教
育
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

■　

小
学
校
入
学
後
は

　

大
更
小
、
松
野
小
、
安
代
小
の
「
こ

と
ば
の
教
室
」
で
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
言
葉
の
発

達
に
関
わ
る
相
談
に
加
え
、
学
習
や
生

活
、
就
学
に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
し

ま
す
。

■
　

問
い
合
わ
せ
先

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
指
導
課

（
☎
・
内
線
１
４
３
２
）

▼
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
【
西
根
総
合
支

所
教
室
】
（
☎
７６
・
２
１
１
１
）

　正しいはっきりとした発音には、口や舌の動きや形

がとても重要な働きをしています。幼児ことばの教室

では「口の体操」や「舌の体操」などを通して動きや形が

よくなるように練習をします。また、一人一人の課題

に応じて、舌の真ん中から息を出すことができるよう

にする「ストロー吹き」、広がった柔らかい舌にするた

めの「おせんべい舐
な

め」といった練習もします。ご家族

には練習を見てもらい、ときには一緒に練習すること

で、子どもの頑張りを感じ取ることができます。他に

も話し方の練習や、絵カードを使って言葉の数を増や

すなど、一人一人に応じた指導を心掛けています。

▶
ス
ト
ロ
ー
吹
き

▶
お
せ
ん
べ
い
舐
め

遠藤 秀
ひ で こ

子 指導員

（西根総合支所教室）

気軽にご相談ください

▶「おかあたん」など言葉を置き換える

▶「き」や「し」などが不明瞭

▶言葉がつかえて話しにくそう

▶人と会話することをためらう

とばこ幼児ことばの教室

??
子どもの言葉

こんな様子ありませんか
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